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今月の表紙

・農協法公布記念日にあたって
・日本農業新聞が便利に
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昭
和
22
年
11
月
19
日
に
農
業
協

同
組
合
法（
農
協
法
）が
公
布
さ
れ
、

今
年
で
77
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　

戦
後
の
食
糧
不
足
の
混
乱
期
に
、

農
業
者
の
協
同
組
織
の
発
達
を
通

じ
、「
農
業
生
産
力
の
増
進
」
と
「
農

業
者
の
経
済
的
社
会
的
地
位
の
向

上
」
を
図
り
、
国
民
経
済
の
発
展

に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

農
協
法
が
制
定
さ
れ
、
農
協
が
設

立
さ
れ
ま
し
た
。

　

農
協
は
「
農
業
者
に
よ
る
農
業

者
の
た
め
の
組
織
」
で
あ
り
、
協

同
組
合
原
則
に
掲
げ
る
「
自
主
・

自
立
」「
民
主
的
運
営
」
の
基
本
に

立
ち
、
相
互
扶
助
の
精
神
の
も
と
、

幾
多
の
困
難
な
状
況
を
乗
り
越
え
、

組
合
員
の
皆
様
の
営
農
と
生
活
の

安
定
並
び
に
よ
り
良
い
地
域
社
会

の
実
現
を
目
指
し
、
今
日
に
至
っ

て
お
り
ま
す
。

　

近
年
の
農
業
・
農
村
を
取
り
巻

く
環
境
は
一
段
と
厳
し
さ
を
増
し
、

世
界
的
な
気
候
変
動
に
よ
る
猛
暑

や
豪
雨
な
ど
に
よ
る
各
作
物
の
収

量
お
よ
び
品
質
の
低
下
、
国
際
的

な
食
料
需
給
事
情
の
変
化
や
急
激

な
円
安
の
進
行
に
よ
る
生
産
資
材

の
高
止
ま
り
が
農
業
経
営
に
甚
大

な
影
響
を
与
え
て
お
り
ま
す
。

　

本
年
は
、
農
政
の
憲
法
と
も
言

わ
れ
る
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本

法
が
改
正
さ
れ
、
国
民
一
人
一
人

の
食
料
安
全
保
障
の
確
保
と
環
境

と
調
和
の
と
れ
た
食
料
シ
ス
テ
ム

が
基
本
理
念
と
し
て
位
置
付
け
ら

れ
る
な
ど
、
世
界
の
食
料
需
給
の

不
安
定
化
に
よ
る
輸
入
リ
ス
ク
の

増
大
、
環
境
問
題
等
を
踏
ま
え
た

内
容
と
な
っ
て
お
り
、
日
本
の
農

政
は
大
き
な
転
換
点
を
迎
え
て
お

り
ま
す
。

　

か
か
る
状
況
の
も
と
、
本
年
は

３
年
に
１
度
の
Ｊ
Ａ
北
海
道
大
会

が
開
催
さ
れ
、
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
で

あ
る
【「
力
強
い
農
業
」
と
「
豊
か

な
魅
力
あ
る
地
域
社
会
」
～
ひ
と

を
育
み
、
ひ
と
と
歩
む
～
】
が
上

程
さ
れ
ま
す
。

　

組
合
員
・
Ｊ
Ａ
・
連
合
会
・
中

央
会
が
各
々
の
役
割
を
再
認
識
し
、

一
丸
と
な
っ
て
大
会
議
案
を
着
実

に
実
践
し
て
い
く
こ
と
が
社
会
か

ら
の
要
請
に
応
え
る
こ
と
に
も
な

り
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
Ｊ
Ａ
グ

ル
ー
プ
北
海
道
は
、
協
同
組
合
の

理
念
と
精
神
を
事
業
の
拠
り
所
と

し
、
今
後
と
も
組
合
員
の
皆
様
が

夢
と
希
望
を
持
っ
て
営
農
と
生
活

が
続
け
ら
れ
る
環
境
を
整
え
る
こ

と
、
地
域
農
業
と
Ｊ
Ａ
の
発
展
に

全
力
で
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
を
お

誓
い
申
し
上
げ
、
農
協
法
公
布
記

念
日
に
あ
た
っ
て
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

と
致
し
ま
す
。
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　　　　　    日本農業新聞電子版が

  アプリでさらに便利に！
ブラウザ版よりも早くサクサク、アプリならではの快適な操作・機能で

日本農業新聞電子版をさらに便利にご利用いただけます。

日本農業新聞 電子版事務局  dkanri@agrinews.co.jpお問い合わせ ※ アプリのダウンロードには「Apple ID」または「Googleアカウント」が 必要となります。
※ App StoreはApple Inc.のサービスマークです。　※ AndroidはGoogle Inc.の登録商標です。

最新の記事は
トップに大きく掲
載されます。読み
込み速度も速く、
読みたい記事に
すぐにアクセスで
きます。

カテゴリメニュー
がスワイプで簡単
に選択できます。

長押し+スライド
で読みたい順に並
び替えもできます。

速報などをプッシュ通知
でお知らせします。

アプリへのログイン方法や特長
など、詳しい説明をご覧いただけ
ます。

動画で操作方法など説明
電子版有料会員なら追加料金なし
でアプリ内のすべての記事を閲覧い
ただけます。

電子版をお申し込み
日本農業新聞公式ウェブサイ
トからダウンロードにお進み
いただけます。

アプリをダウンロードする

10/1リリース！

そ
の
日
の
記
事
を

す
ぐ
に
チ
ェ
ッ
ク

カ
テ
ゴ
リ
記
事
に

簡
単
ア
ク
セ
ス

※画面はイメージです

スワイプで移動

日本農業新聞ニュースアプリ

アプリの利用に
ついて

電子版有料会員の方は、アプリを利用する前にブラウザ版でログインして会員認証を受けてください。
会員認証がないと、アプリ内の一部の機能が利用できません。 ※過去一度でもブラウザ版でログインしたことがある方は認証済みです

ニュース

05：00

食料自給率３８％変わらず　２３年度
カロリーベース　政府新目標設定へ
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必
要
と
思
っ
た
ら
速
や
か
に

リ
ス
ク
軽
減
の
取
り
組
み
を

茶
農
家
の
男
性
が
梅
雨
時
期
の
収
穫

作
業
で
肘
の
靱
帯
を
損
傷
し
、
そ
の
後

の
収
穫
を
断
念
。売売
上上
がが
対対
前前
年年
比比
でで
１１

８８
００
００
万万
円円
もも
減減
少少
し
ま
し
た
。

出
荷
時
間
に
追
わ
れ
る
な
か
、
雨
で

重
く
な
っ
た
収
穫
袋
を
ト
ラ
ッ
ク
の
荷

台
に
投
げ
る
よ
う
に
積
み
込
ん
だ
際
、

無
理
な
姿
勢
で
肘
が
伸
び
て
し
ま
っ
た

そ
う
で
す
。「
以
前
か
ら
袋
取
り
式
の
摘

採
機
を
コ
ン
テ
ナ
式
に
変
え
な
け
れ
ば

と
思
っ
て
い
た
」
と
当
事
者
。「
日日
頃頃
のの

機機
械械
のの
点点
検検
でで
早早
期期
のの
異異
常常
発発
見見
やや
修修

繕繕
にに
努努
めめ
るる
と
と
も
に
、
リ
ス
ク
軽
減

の
取
り
組
み
は
計
画
的
に
、
必必
要要
とと
思思

っっ
たた
らら
速速
やや
かか
にに
対対
応応
す
る
こ
と
が
重

要
」
と
専
門
家
は
話
し
て
い
ま
す
。

想
像
力
が
事
故
の

リ
ス
ク
を
減
ら
す

脚
立
が
ぐ
ら
つ
い
て
落
下

リ
ン
ゴ
園
で
６
段
脚
立
を
使
っ
て

摘
果
中
、
２
～
３
段
上
っ
た
と
こ
ろ
で

脚
立
が
ぐ
ら
つ
き
、
慌慌
てて
てて
枝枝
にに
捕捕
まま

っっ
たた
もも
のの
のの
落落
下下
。
左
踝
骨
を
骨
折
。

開
脚
防
止
チ
ェ
ー
ン
を

し
て
お
ら
ず…

…

８
段
脚
立
で
庭
の
松
を
剪
定
中
、
開開

脚脚
防防
止止
用用
チチ
ェェ
ーー
ンン
をを
しし
てて
いい
なな
かか
っっ

たた
たた
めめ
脚脚
立立
のの
脚脚
がが
すす
べべ
りり
、
６
段
目

か
ら
落
下
。

重
量
物
が
足
の
上
に…

…

バ
ー
ン
ク
リ
ー
ナ
ー
の
ミ
ッ
シ
ョ

ン
（
重
量
３
０
㎏
）
を
持
ち
上
げ
て
運

搬
し
よ
う
と
し
た
際
、
手手
がが
滑滑
っっ
てて
足足

のの
上上
にに
落落
下下
。

①日頃の点検で、早期の異常
発見と修繕に取り組む。

②安全装具やアシストスーツを
有効活用し、リフターなどの
軽労化装置を導入する。

③作業前に全員でラジオ体操
→当日の安全確認など意見
交換を行うきっかけにも。

出典 「事故事例・事故防止 のキーワード」（農作業安全総合推進協議会）
「農作業安全指導マニュアル」「農作業安全リスクカルテ」（日本農業機械化協会）

予 防

農
作
業
事
故
の
当
事
者
が
語
る…

…危
険
を
あ
ぶ
り
だ
す

経
験
に
裏
づ
け
ら
れ
た
想
像
力

農
作
業
事
故
当
事
者
の
多
く
は
、「
以

前
か
ら
機
械
を
更
新
し
な
け
れ
ば
と
思

っ
て
い
た
」な
ど
、何
ら
か
の
異
変
を
感

じ
取
っ
て
い
ま
す
。「
リ
ス
ク
が
事
故
に

つ
な
が
る
か
否
か
は
想
像
力
次
第
」
と

語
る
別
の
集
落
営
農
法
人
の
代
表
は
、

繁繁
忙忙
期期
のの
終終
盤盤
やや
機機
械械
のの
想想
定定
使使
用用
年年

数数
のの
終終
わわ
りり
がが
けけ
にに
事事
故故
がが
起起
きき
やや
すす

いい
と
の
経
験
則
か
ら
、
先
手
先
手
で
点

検
・
整
備
・
更
新
を
し
て
リ
ス
ク
を
削

減
。経経
験験
にに
裏裏
打打
ちち
ささ
れれ
たた
想想
像像
力力
とと
判判

断断
力力
がが
、、
隠隠
れれ
たた
リリ
スス
クク
をを
ああ
ぶぶ
りり
出出

しし
、、未未
然然
にに
防防
ぐぐ
行行
動動
にに
つつ
なな
がが
っっ
てて
いい

るる
よ
う
で
す
。

安
全
装
具
や
ア
シ
ス
ト
ス
ー
ツ
、
軽

労
化
装
置
な
ど
を
積
極
的
に
活
用
す
る

と
と
も
に
、
従
事
者
全
員
に
よ
る
ラ
ジ

オ
体
操
な
ど
、
安
全
と
健
康
第
一
で
事

故
や
け
が
の
予
防
に
努
め
て
い
ま
す
。

脚
立
の
天
板
に
片
足
を

乗
せ
て
収
穫
中…

…

脚
立
を
使
っ
て
プ
ル
ー
ン
を
収
穫

中
、
天天
板板
のの
上上
にに
右右
足足
をを
乗乗
せせ
てて
前前
かか

がが
みみ
にに
なな
っっ
たた
とと
ここ
ろろ
ババ
ララ
ンン
スス
をを
崩崩

しし
、
滑
る
よ
う
に
落
下
。
桟
に
右
肘
と

右
脚
を
強
く
打
ち
つ
け
、
右
ア
キ
レ
ス

腱
断
裂
。

倉
庫
内
で
ト
ラ
ク
タ
ー
の

作
業
機
を
調
整
中…

…

倉
庫
内
で
ト
ラ
ク
タ
ー
に
乗
り
降

り
し
な
が
ら
培
土
機
の
深
さ
調
製
を

し
て
い
た
と
こ
ろ
、
床床
にに
放放
置置
しし
たた
まま

まま
だだ
っっ
たた
尾尾
輪輪
にに
つつ
まま
ずず
いい
てて
転転
倒倒
。

チ
ェ
ー
ン
ケ
ー
ス
に
前
頭
部
を
強
打
。

軽
ワ
ゴ
ン
車
に
管
理
機
を

乗
せ
よ
う
と
し
て…

…

重
量
３
０
㎏
の
管
理
機
を
軽
ワ
ゴ

ン
車
に
乗
せ
る
際
、
腰
を
ひ
ね
っ
て
腰

椎
捻
挫
。
いい
つつ
もも
はは
２２
人人
でで
行行
うう
がが
、、

相相
手手
がが
いい
なな
かか
っっ
たた
ここ
とと
とと
軽軽
いい
とと
思思

っっ
たた
ここ
とと
かか
らら
１１
人人
でで
持持
ちち
上上
げげ
たた
と

こ
ろ
。

リリススククをを事事故故にに
つつななげげなないいたためめににはは

対策のポイント

経験に基づく想像力と判断力が必要

「経験」というブラックボックスを
文書化することで、リスク回避と
何かが発生した際の対処法を明示

経験値の共有化

・脚立は確実に安定して設置できる
広さと場所を確保し、万一転倒して
も周囲に危険なものがないことを
確認。
・倉庫内などの作業場所は常にきれ
いに整頓し、十分なスペースを確保
するとともに、適切な照明を用い、
庫内でエンジンをかけることもある
ので換気設備を確保。
・脚立は作業前に開き止め金具や開
脚防止チェーンを確認。
・重量物の重さは男性＝体重× 、
女性＝体重× × 以下とし、
それ以上の場合は２人作業もしく
は補助具を用いる。
・脚立に上る前には、脚立最下段をト
ントンと踏み込むようにし、脚立が
安定して設置されているかを確認
する。
・機械の運搬にはトラックを用い、２
人作業であゆみ板を使う。積み下
ろす際は低速で行う。
・脚立は天板に乗らず、身を乗り出
さず、上り下りの際には重いものを
持たない。

監修 全国農業改良普及支援協会
制作協力 株式会社コセプロ
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ＪＡグループ北海道の農政活動強化に向けて

第４回 ｢農政活動の仕組み｣について

　コロナ禍による農畜産物の需給緩和、肥料・飼料をはじめとする生産諸資材の価格高騰、気候変
動の抑止に向けた環境負荷軽減の取組み、年々甚大化する自然災害による農地･施設等の損壊、深
刻な労働力不足など、我々JAグループの努力だけでは解決できない課題が山積しております。
　食料安全保障の強化、持続可能な北海道農業の
確立のためには、我々の努力だけではなく、国の支
援が不可欠であります。そのカギとなるのが農政活
動であります。
　農政活動とは、組合員一人ひとりの声をJＡ・地区
で集約し、みんなの声として、農業・農村・ＪＡに理解
のある国会議員に対し、現場の実態を届け、その課
題の解決につながる政策を実現してもらう一連の活
動・運動であります。
　令和５年度は、食料・農業・農村基本法の改正や、作目別の経営安定対策をはじめとする農林水産
予算の確保に向け、ＪＡグループ北海道では農政活動を展開しました。その結果、予算の確保をはじ
め、さまざまな政策支援が実現しました。しかし、これですべての課題が解決する訳ではなく、生産現
場には、まだまだ課題が山積しております。
　生産現場の実態を届け、我々の求める政策を実現させるためには、国会議員による国や行政への
積極的な働きかけが重要です。そして、そのような議員を支えていくことも農政活動の柱の一つであり
ます。
　国会(政治)は数が力です。国を動かすには、国会に一人でも多くの農業やＪＡの理解者を増やすこ

とが重要であります。そのために、我々
ＪＡグループの代弁者として、先頭に
立って多くの国会議員に働きかけ、農
業やＪＡの理解者を増やし、まとめてい
くことができる議員、つまり、ＪＡグルー
プの代表議員が必要なのです。

【ＪＡグループ北海道の農政活動強化に向けて】と題し､農政活動や
参議院選挙の仕組みなどを､来年夏頃まで連載いたします。
次回(第５回)は､参議院選挙の仕組みについて紹介します。

東野ひでき公式
LINEアカウントへの
登録はこちらから

東野ひでき北海道後援会

INFORMATION

2024.115



2024.11 6



2024.117



　タテのカギ↓ 　ヨコのカギ→

解答 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ E Ｆ
ス ポ ー ツ ノ ヒ

先
月
号
の
答
え

自動車学校への入校はお早めに！

平成29年3月12日に免許制度が改正されました。
貨物自動車を運転の際は、無免許運転防止のため
自動車検査証を確認のうえ、現在お持ちの免許で
運転可能かどうかの確認をお願いします

   6.5t以上　6.5t未満　　4.5t未満　　2t未満
   （11t以上）  　（11t未満）　  　 （7.5t未満)　     （3.5t未満）

最大積載量
(車両総重量)

http://h-kumiai.com/

18歳で取得可能

● 普　通　一種 ／ 二種
● 準中型
● 中　型　一種 ／ 二種
● 大　型　一種 ／ 二種
● 大型特殊
● けん引
● 普通二輪
● 大型二輪

お申込は当ＪＡ窓口まで

● 普　通　一種 ／ 二種
● 準中型
● 中　型　一種 ／ 二種
● 大　型　一種 ／ 二種
● 大型特殊
● けん引
● 普通二輪
● 大型二輪

お申込は当ＪＡ窓口まで http://h-kumiai.com/

お申込は当ＪＡ窓口まで

http://h-kumiai.com/

● 普　通　一種 ／ 二種

● 準中型

● 中　型　一種 ／ 二種

● 大　型　一種 ／ 二種

● 大型特殊

● けん引

● 普通二輪

● 大型二輪
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第
８
回
定
例
理
事
会

10
月

Ｊ
Ａ
の
あ
ゆ
み

Ｊ
Ａ
の
あ
ゆ
み

令
和
６
年
９
月
24
日
開
催

■
報
告
事
項

１　

組
合
員
の
脱
退
に
つ
い
て

　
　

５
件
の
脱
退
に
つ
い
て
報
告
し
た
。

２　

燃
料
手
当
の
支
給
に
つ
い
て

　
　

第
７
回
理
事
会
の
承
認
内
容
に
基
づ
く

支
給
内
容
に
つ
い
て
報
告
し
た
。

３　

令
和
６
年
度
Ｊ
Ａ
共
済
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス

点
検
結
果
に
つ
い
て

　
　

点
検
結
果
に
つ
い
て
報
告
し
た
。

４　

営
農
経
済
専
門
委
員
会
の
報
告
に
つ
い
て

　
　

営
農
経
済
専
門
委
員
会
の
顛
末
に
つ
い

て
報
告
し
た
。

５　

令
和
４
年
産
米
の
最
終
精
算
に
つ
い
て

　
　

令
和
４
年
産
米
の
最
終
精
算
内
容
に
つ

い
て
報
告
し
た
。

■
議
事

１　

組
合
員
加
入
報
告
並
び
に
組
合
員
資
格
に

つ
い
て

　
　

３
件
の
加
入
に
つ
い
て
承
認
さ
れ
た
。

２　

第
２
四
半
期
Ｊ
Ａ
監
事
監
査
の
結
果
並
び

に
顛
末
に
つ
い
て

　
　

監
事
監
査
の
顛
末
を
報
告
し
、
今
後
の

対
処
方
針
に
つ
い
て
承
認
さ
れ
た
。

３　

固
定
資
産
の
取
得
に
つ
い
て

　
　

１
件
の
取
得
に
つ
い
て
承
認
さ
れ
た
。

４　

規
程
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　
　

４
件
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
承
認
さ
れ

た
。

５　

外
部
出
資
の
増
口
に
つ
い
て

　
　

１
件
の
外
部
出
資
増
口
に
つ
い
て
承
認
さ

24
日　

第
9
回
定
例
理
事
会

30
日　

女
性
部
愛
別
支
部　

ハ
ン
ド
メ
イ
ド
教
室

31
日　

第
3
四
半
期
購
買
部
棚
卸

（令和6年9月24日現在）

正組合員戸数	 190 戸

総組合員数	 2,059名

　正組合員数	 329名

　　うち団体数	 32団体

　准組合員数	 1,730名

　　うち団体数	 56団体

営業時間短縮のお知らせ
　当組合では、コンプライアンス委員会を設置し、法令を順守し公正で誠実な経営を実践す
ることを目的に研修会を開催しており、本年度も役員並びに全従業員を対象とした「コンプ
ライアンス研修会」を、下記日程で開催することといたしました。
　組合員の皆様にはご不便をお掛けいたしますが、研修会開催の趣旨をご理解いただき、ご
協力いただきますようお願い申し上げます。

記
●日　　付　令和６年11月 22日（金）
●終了時間　午後３時30分終了
●対象部署　全営業部署（事務所・店舗・施設）

れ
た
。

６　

固
定
資
産
の
贈
与
に
つ
い
て

　
　

１
件
の
固
定
資
産
の
贈
与
に
つ
い
て
承
認

さ
れ
た
。

７　

リ
ス
ク
評
価
書
の
改
正
に
つ
い
て

　
　

評
価
書
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
承
認
さ

れ
た
。

８　

理
事
に
対
す
る
資
金
の
融
資
に
つ
い
て

　
　

３
件
の
理
事
に
対
す
る
融
資
に
つ
い
て
、

利
益
相
反
行
為
に
よ
り
、
該
当
理
事
退
席

の
も
と
審
議
さ
れ
、
承
認
さ
れ
た
。

「稲刈り体験」の
表記の誤りについて

10 月号の「稲刈り体験」で
「菊地フューチャーズ」と
記載されていますが、正し
くは「菊水フューチャーズ」
となっております。
大変申し訳ございませんで
した。

組合員のうごき組合員のうごき

INFORMATION

2024.119
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事業主の皆さん。労働保険の加入はお済みですか？

労働保険に加入して、従業員の方々が安心して働ける

職場にしましょう。

労働保険とは、労災保険と雇用保険の総称で、労働者

の生活の安定、福祉の増進等を図ることを目的に、国が

直接管理運営している保険です。

農林水産業の一部を除き、労働者を一人でも雇用する

事業については、法人・個人を問わず加入が義務づけら

れています。

【【おお問問いい合合わわせせ先先】】
厚厚生生労労働働省省北北海海道道労労働働局局総総務務部部労労働働保保険険徴徴収収課課（（℡℡：：001111--770099--22331111））

ままたたはは最最寄寄りりのの労労働働基基準準監監督督署署・・公公共共職職業業安安定定所所（（ﾊﾊﾛﾛｰーﾜﾜｰーｸｸ））

1111月月はは、、労労働働保保険険未未手手続続事事業業一一掃掃強強化化期期間間でですす！！

●貸付金金利につきましては、長期プライムレートの変動に応じて見直しをしております。

固定 変動 固定 変動

出資金限度まで 2.00% － 貯金金利＋0.5％ －

出資金限度超過 3.50% － 9.70% －

貯金金利＋0.5％ － 貯金金利＋0.5％ －

2.00% － 2.00% －

制度資金金利に準ずる － 住宅ローン金利に準ずる －

－ 1.90% 証書貸付金 （准組合員用） 3.00% －

－ 1.90% 3.00% 2.65%

正組合員（担保あり） 2.00% － 3.00% 2.65%

正組合員（担保なし） 2.50% － 4.50% 4.15%

1.20% － 2.80% 2.65%

2.60% 2.45% ３年固定 2.50% －

2.80% ５年固定 2.50% －

（農地取得は1.50％） 10年固定 2.50% －

－ 1.90% 3.50% 3.15%

5年以内 － 2.45% 3.50% 3.15%

５年超 － 2.65% 3.50% 2.85%

10年超 － 2.85% － 3.15%

2.80% － 2.85%

（農地取得は1.50％）

2.00% 1.95% 本所：金融共済課 金融係 6－5312

2.00% 1.95% 支所：管理金融課 管理金融係 ２－1111

－ 2.85%

20年以内

住宅資金借換ローン

それ以外

住宅ローン

窓口

長
期
資
金

生
活
資
金

住宅ローン

固定変動
金利選択型

長期資金

農業経営継続特別支援資金

証書貸付金

短
期
資
金

●期間：令和６年１０月１日～令和７年３月３１日　

短
期
資
金

農
業
資
金

長
期
資
金

カードローン
クミカン

JAフリーローン

2.65%ＪＡ農業経営ステップアップローン

金利

総合口座

貯金担保貸付

共済担保貸付

JA住宅ローンつなぎ資金

JAマイカーローン

区分 資金名

家畜導入資金

長期資金

新営農資金

営農振興資金

主主なな資資金金のの貸貸付付利利率率

教育ローン

リフォームローン

自動車ローン

－

区分
金利

資金名

ＪＡ農業経営サポートローン

農業経営高度化促進事業資金

制度資金つなぎ資金

共済担保貸付

貯金担保貸付

ＪＡ農業経営緊急支援資金

ＪＡフルスペックローン
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主な資金の貸付利率


